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スーパーブレンダー

この度はハ ミル トンビーチ ス ータ`一ブレンダーをご購入改言註に有雄う

ごさいました。本器を子|し く事故のないようお使いいたたくヽに ご lt用

前に必ずお読み下さいますようお願い中しあげます。
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電   源  A C 1 0 0 V  5 0 / 6 0 H z  6 5 0 W

l t  F 8温度  5て ヽ40 C

回 転 数 Lo - 1 1 1 5 9 8「 p□ = I i - 1 5 , 0 0 0【p m

十  法  228X240X55 81nm lHI

重  量  5Kg

付 属 品 容 揺 8 8 L ISUS 304製|カ ンター組込型 1ケ

学蔦十年

メ インス rツチ0を OrFに して下 さい.

容器0を パワーユエン トCに しっか りとセットして下さい。

‐客器0に 試料を入れ 容 揺フ々0を し ク ランプてフタと各器をロンタ

して下さい。

試 |1不足又は 試 |1追加投 スの場合はキャ f/プ0を 取 り 容 器 7夕 の末

か ら試料を投入 して下 さい。投入後はキャップをして開 じて下さい。

本器のアラダをAC100Vの コンセン トに三 し込んで下さV 。ヽそr7j作

には必ず 7-ス をお取 り下さい。

高速処]!l・場合は速度切昔ス インチ0を Hlに 、ll速処理の場合はL0

1こ●4わせて下さい。

″`ルススイノチ●は違,9〕誉スイッチ0と 連動しており ′くルススイン

チを押 している晴1だけ作動 します。これは始動時のll子やTI l砕き 文 粉

砕下定手の時にマニュアル作動として利用します.

ON / 0「 Fス イッチ0を ONに すると連続して|1動します.
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容器 セ ッ トの組 立て方法
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1)カ ッターアンセンブリーに小ガスケットをセットして下さい,

2)図 9の ように容器の大のフラット面とカッターァンセンブリーのフラ

ット面が一列に並ぶよぅに合わせて、容器の底にカンタ~ア ツセンブ

リー組み込んで下さい。

3)容 器の外側にカッターアッセンブ リーをとおして大ガスケットを置い

て下さい。

4)図 ⑤のように体需の底の上にCOtainer c01larを 置き

カッターアッセンブリーのフラット面とcollarの フラット面を

合わせて下さい。

5)カ ッターアッセンブリー シ ャフ トにロッキングナットをセントして

ナットを逆時計回りに手で縮め付けます。

6)備 付けのTOolを 使ってナットをきつく締め付けます。

7)カ ックーアッセンブリー シ ャフ トにトライブヤラッチを取付けクラ

ッチを逆時計回りに手で締め付けます。その後、Toolと 六角レン

チを使って ドライブクラッチを締め付けま

☆注意☆カンタ~ア ツセンブリーは鋭利な刃を持っています。お取扱いに

はくれぐれもご注意下さい。

8)ク ラッチにPVCキ ャンプを被せて下さい。
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容器セ ッ トの分解 と洗浄
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1)答 群 を裏返 して クラッチ部を上に して下さい。

2)ク ラ ッチ中央部の黒い PVCキ ャンプを手で取外 して下さい

4)次 ぎに、 クラッチを手で時計回 りに回してクラッチを外 します。

3)図 Oの ようにクラッチの上にliM付けのToolを 置いて下さい。その

とき、添付の六角レンチをToolの 真中の大に差 し込んで下さいぅ

六角レンチはカッターアッセンブ リーのシャフ トの中に入 ります。そ

して六角レンチを逆時計回りに回し、 ドライブクラッチをゆるめます

5)図 ②のようにロッキングナットの穴にTO

それを時計回りに回してナットをゆるめ、

ケットを取外します。

1の ピンをはめこみます。

ンテナーカラーと大ガス
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6)容 器の内側よリカッターアッセンブリーを外 し、カッターアッセンブ

リーから小ガスケットを取外します。

☆注意☆カッターアッセンブ リーを決 して分解 しないで下 さい。

7)全 ての部品はぬるま湯の石鹸水で洗浄 して下さい。その時、ブレー ド

は鋭コ|な刃をもっていますのて注意 して取扱 って下さいぅ洗浄後は冬

部品をよく乾かせて下さい9

8)も し容器やカッターアッセンブ リーが破損 していたなら、至急、取 り

替えて下さい。決 してそのままではご使用にならないで下 さい。
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容器 をパ ワーユニ ッ トに取 り付ける時は 必 ずスイ ッチ i O F Fに して下 さい。

み器 に試料 を入れ る場 合は 規 定畳 の線 を上回 らないて 下さいっ 1各群ど量の約半 r」t

目安に して下 さいっ|

・作動 中は常 に容群の上 に手 を添 えて保持 して下 さい。

作動 中は挙器 の中に手や器具 を 太れ ないで下 さい。

作動中に本 体か らさ 揺を取外 きないで下 さい= 1危険で故障 の原国 にな ります。|

スイ ッチ を入れ ると容静 が異常 な動 きをす る場合は、直 ちにスイッチ を切って点検 を行

って下 さい。

・作動 中にカ ンタ~が 回 らな くな った ら 直 ちにスイ ッチを切 って点検 を行って下 さい。

過 負荷の ままモー ター を作動す ると故障の原図にな ります洵

洛剤や使 用温度範 □を こえるもの 又 非常 に硬い試料や粘 性の強い試 |1等のご使用はご

遠慮下 さい。

長時間の連続運こは ご遠虐 下 さい。

容器力 ら回転 刃を外 さない て下 さい。

本性 が正常 にも しくは全 く作動 しない場合 は、購入販売店 に修理 を rr  l gして下 さいt

X上 記の注意事項を3っ た りしますと事故につながった り、満足な試料作成が出来ない場

r4があ りますのて 必 ず守って下さいますようお願い中し上げます。

輸 入元

大 阪ケ ミカル株 式会社
T530-oo45                          ~


